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平
成
二
十
六
年
度
を
振
り
返
っ
て

鹿
児
島
市
立
坂
元
台
小
学
校

副
会
長

川
畑

幸
博

昨
年
十
月
、鹿
児
島
県
出
身
の
赤
﨑
勇

先
生
の
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
受
賞
の
明
る

い
ニ
ュ
ー
ス
が
県
内
を
駆
け
巡
り
ま
し
た
。

こ
の
研
究
開
発
に
四
半
世
紀
か
け
て
い
る

と
言
わ
れ
ま
す
。こ
の
長
き
に
渡
る
研
究

は
、「
あ
き
ら
め
な
い
力
」が
あ
り
、こ
の
力

は
「
鹿
児
島
が
私
の
精
神
風
土
を
築
き

上
げ
た
」と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
答
え
て

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。本
県
に
住
む
者

に
と
っ
て
は
、う
れ
し
い
話
で
す
。こ
の

偉
業
が
日
本
の
科
学
技
術
振
興
に

大
き
な
弾
み
に
な
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、小
中
学
生
の「
理
科
好
き
な
子
」

が
増
え
る
こ
と
を
期
待
す
る
と
と
も
に

学
校
教
育
で
育
て
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
る
と
こ
ろ
で
す
。

さ
て
、今
日
、教
育
を
取
り
巻
く
状
況

は
急
速
な
ス
ピ
ー
ド
で
進
行
し
て
い
ま
す
。

道
徳
の
教
科
化
、小
学
校
に
お
け
る

英
語
の
教
科
化
、中
学
校
英
語
の
高
度

化
、大
学
入
試
制
度
改
革
な
ど
枚
挙

に
い
と
ま
が
な
い
状
況
で
す
。さ
ら
に

土
曜
授
業
の
実
施
、学
力
向
上
の
具
体

策
等
、今
後
各
学
校
で
教
育
課
程
編
成

に
お
い
て
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
た
立
案
・

実
践
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
で
、本
県
教
頭
会
で
は
十
一
月

十
九
日
、二
十
日
に
第
四
十
八
回
鹿
児
島

県
公
立
小
中
学
校
教
頭
会
研
究
大
会

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

第
十
期
全
国
統
一
研
究
主
題「
豊
か

な
人
間
性
と
創
造
性
を
育
む
学
校

教
育
」
の
も
と
、本
年
度
は
第
一
年
次

で
キ
ー
ワ
ー
ド
「
生
き
抜
く
力
・
絆
づ

く
り
」
と
し
て
い
ま
す
。「
生
き
抜
く

力
」は
、生
き
る
力
を
含
み
、生
涯
に
わ

た
っ
て
自
立
・
協
働
・
創
造
す
る
力
を

習
得
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

「
絆
づ
く
り
」は
、お
互
い
に
助
け
合
う
、

共
に
助
け
合
う
活
力
あ
る
連
携
や

協
働
体
制
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

ま
す
。本
研
究
大
会
一
日
目
は
開
会

行
事
の
後
、鹿
児
島
純
心
短
期
大
学

名
誉
教
授
の
小
川
学
夫
先
生
に「
郷

土
か
ら
学
ぶ
こ
と
の
意
味
」を
演
題
に

し
て
、島
の
文
化
や
鹿
児
島
の
文
化
の

そ
れ
ぞ
れ
の
よ
さ
を
認
識
し
、多
様
な

価
値
観
を
認
め
る
こ
と
の
大
切
さ
、

郷
土
教
育
を
進
め
て
い
く
こ
と
の
大

切
さ
等
、多
く
の
示
唆
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。今
後
の
研
究
実
践
に
生
か

し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

二
日
目
は
、五
課
題
七
分
科
会
に

分
か
れ
て
各
地
区
で
取
り
組
ま
れ
た

研
究
実
践
が
発
表
さ
れ
、熱
心
な

協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。新
し
い
地

区
編
成
に
な
り
、共
同
研
究
と
い
う

点
で
時
間
的
地
理
的
制
約
の
中
、

連
携
を
図
り
、研
究
・
検
討
・
準
備
等

を
進
め
る
こ
と
に
大
変
御
苦
労
さ
れ

た
と
思
い
ま
す
。貴
重
な
提
言
・
準
備

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、公
務
御

多
用
な
中
、懇
切
丁
寧
に
御
指
導
・

御
助
言
い
た
だ
き
ま
し
た
県
教
育

委
員
会
を
は
じ
め
、市
長
村
教
育
委

員
会
や
連
合
校
長
協
会
、関
係
諸

機
関
の
方
々
、並
び
に
本
会
の
運
営
に

携
わ
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
皆
様
方

に
、会
員
一
同
心
か
ら
感
謝
と
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、平
成
二
十
七
年
度
は
、第
五

十
五
回
九
州
地
区
公
立
学
校
教
頭
会

研
究
大
会
並
び
に
第
四
十
九
回
鹿
児
島

県
公
立
小
中
学
校
教
頭
会
研
究
大
会

を
、城
山
観
光
ホ
テ
ル
・
市
民
文
化

ホ
ー
ル
を
会
場
と
し
て
八
月
に
開
催

い
た
し
ま
す
。そ
れ
に
向
け
て
、提
言
者

の
方
や
係
の
方
に
は
、例
年
と
違
い
、

一

地
区
の
概
要

本
地
区
中
学
校
部
会
は
、学
校
数

三
十
九
校
、会
員
四
十
二
名
で
組
織

さ
れ
、昨
年
度
ま
で
の
六
ブ
ロ
ッ
ク
を

本
年
度
か
ら
七
ブ
ロ
ッ
ク
に
再
編
し
、

研
究
を
行
っ
て
い
る
。鹿
児
島
市
教

育
委
員
会
の
指
導
の
も
と
研
修
を

行
い
、教
頭
と
し
て
の
資
質
向
上
に

努
め
て
い
る
。

二

活
動
の
状
況

会
員
は
、年
五
回
実
施
さ
れ
る
市
教

頭
会
や
そ
の
他
の
研
修
会
の
中
で
、

一

地
区
の
概
要

本
地
区
小
学
校
部
会
は
、市
内
七

十
九
校（
会
員
八
十
六
名
）で
組
織
し
、

鹿
児
島
市
教
育
委
員
会
の
指
導
の

も
と
、研
究
を
推
進
し
、教
頭
と
し
て

の
資
質
向
上
に
努
め
て
い
る
。

二

活
動
の
状
況

本
地
区
は
、十
二
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ

年
間
５
回
行
わ
れ
る
市
教
頭
会
で
ブ

ロ
ッ
ク
別
に
自
主
研
修
を
行
っ
て
い
る
。

各
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、実
践
的
な
事
例

発
表
や
情
報
交
換
を
中
心
に
、校
長
の

補
佐
役
・
教
頭
と
し
て
の
資
質
向
上

と
、学
校
教
育
活
動
の
充
実
を
図
る

方
策
を
話
し
合
っ
て
い
る
。

本
年
度
の
県
教
頭
研
究
大
会
で
は
、

「
豊
か
な
人
間
性
と
創
造
性
を
育
む

学
校
教
育
」
を
研
究
主
題
に
「
教
育

課
程
に
関
す
る
課
題
」「
教
育
環
境

整
備
に
関
す
る
課
題
」「
教
職
員
の

専
門
性
に
関
す
る
課
題
」の
３
つ
の

分
科
会
で
提
言
を
行
っ
た
。

鹿
児
島
市
　中
学
校

鹿
児
島
市
立
谷
山
北
中
学
校

三
原

秀
樹

早
い
準
備
に
な
り
、無
理
を
申
し
上
げ

る
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、会
員

の
先
生
方
の
御
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

各
地
区
の
活
動
状
況

鹿
児
島
市
　小
学
校

鹿
児
島
市
立
武
岡
台
小
学
校

山
下

佳
子

年
度
末
に
は
、ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に

研
究
成
果
と
課
題
を
「
市
教
頭
会

研
究
紀
要
」と
し
て
ま
と
め
、毎
年
発

行
・
共
有
化
し
て
い
る
。

今
後
も
各
校
の
実
践
事
例
を
基
に
、

更
に
教
頭
と
し
て
の
資
質
向
上
に

向
け
、努
力
・
研
鑚
を
重
ね
て
い
き
た
い
。
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一

地
区
の
概
要

本
地
区
は
、平
成
二
十
六
年
度
よ
り
、

日
置
市
・
い
ち
き
串
木
野
市
・
三
島
村
・

十
島
村
で
構
成
さ
れ
、会
員
数
は
五

十
二
名（
小
学
校
三
十
九
校
・
中
学
校

二
十
三
校
）で
あ
る
。鹿
児
島
教
育
事

務
所
及
び
、各
市
村
教
育
委
員
会
の

指
導
を
仰
ぎ
な
が
ら
、教
頭
と
し
て
の

資
質
向
上
に
努
め
て
い
る
。

二

活
動
の
状
況

地
区
全
体
で
の
研
修
会
は
、五
月
と

十
月
の
二
回
開
催
さ
れ
、事
務
所
長

講
話
を
は
じ
め
講
演
や
情
報
交
換

が
行
わ
れ
た
。

第
一
回
目
は「
授
業
や
校
内
研
修

一

地
区
の
概
要

本
地
区
は
三
市
一
町
で
構
成
さ
れ
、

小
学
校
六
十
九
校
、中
学
校
ニ
十
五

校
か
ら
な
り
、会
員
数
九
十
六
名
で

組
織
し
て
い
る
。

姶
良
・
伊
佐
教
育
事
務
所
並
び
に

各
市
町
教
育
委
員
会
の
指
導
を
仰

ぎ
、教
頭
と
し
て
の
資
質
向
上
を
目
指

し
て
、日
々
研
修
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

二

活
動
の
状
況

地
区
教
頭
研
修
会
は
、五
月
と
十
月

の
年
ニ
回
開
催
し
て
い
る
。五
月
の

研
修
会
で
は
、県
・
地
区
の
教
育
行
政

重
点
施
策
に
係
る
指
導
の
ほ
か
、「
教

師
魂
を
呼
び
起
こ
す
職
員
指
導
」を

一

地
区
の
概
要

本
地
区
教
頭
会
は
、出
水
・
川
薩
の

三
市
二
町
、小
学
校
八
十
三
校
・
中
学

校
三
十
四
校（
休
校
一
校
）か
ら
な
り
、

会
員
数
百
十
八
名
で
組
織
し
て
い
る
。

北
薩
教
育
事
務
所
及
び
各
市
町

教
育
委
員
会
の
指
導
を
仰
ぎ
、教
頭

と
し
て
の
資
質
向
上
を
目
指
し
て

研
究
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

二

活
動
の
状
況

地
区
教
頭
研
修
会
は
五
月
に
実

施
さ
れ
、所
長
講
話
や
教
育
事
務
所

の
重
点
事
項
の
説
明
、学
校
の
活
性

化
を
テ
ー
マ
に
、「
人
事
評
価
」「
職
員

の
資
質
向
上
」を
目
指
し
た
研
究
協

議
等
が
行
わ
れ
、各
種
教
育
課
題
の

解
決
に
向
け
た
有
意
義
な
研
修
の

場
と
な
っ
た
。

一

地
区
の
概
要

大
隅
地
区
教
頭
会
は
、四
市
五
町

の
小
学
校
九
十
三
校（
休
校
二
校
含
）、

中
学
校
三
十
四
校（
休
校
一
校
含
）で

構
成
さ
れ
、会
員
数
百
二
十
六
名
で

組
織
し
て
い
る
。大
隅
教
育
事
務
所

及
び
各
市
町
教
育
委
員
会
の
指
導

の
下
、教
頭
と
し
て
の
資
質
向
上
を

目
指
し
て
日
々
研
修
に
努
め
て
い
る
。

二

活
動
の
状
況

地
区
の
全
体
研
修

地
区
教
頭
研
修
会
は
、大
隅
地
区

全
体
と
し
て
年
二
回（
五
月
と
十
月
）

一

地
区
の
概
要

本
地
区
教
頭
会
は
、南
さ
つ
ま
市
、

南
九
州
市
、指
宿
市
、枕
崎
市
の
四
市

の
会
員（
小
学
校
五
十
一
校
、中
学
校

十
九
校
）で
構
成
さ
れ
、南
薩
教
育

事
務
所
及
び
各
市
教
育
委
員
会
の

指
導
を
仰
ぎ
な
が
ら
、教
頭
の
資
質

向
上
に
努
め
て
い
る
。

二

活
動
の
状
況

六
月
の
南
薩
地
区
教
頭
研
修
会

後
に
、南
薩
地
区
教
頭
会
と
し
て
研

修
会
を
実
施
し
た
。組
織
の
概
要
や

年
間
計
画
を
確
認
し
、研
修
会
後

に
情
報
交
換
会
も
開
催
し
親
睦

を
深
め
た
。

鹿
児
島
地
区

い
ち
き
串
木
野
市
立
川
上
小
学
校

大
戸

徹
三

南
薩
地
区

南
九
州
市
立
手
蓑
小
学
校

川
邊

真
人

姶
良
・
伊
佐
地
区

霧
島
市
立
福
山
小
学
校

新
村

博
文

大
隅
地
区

東
串
良
町
立
柏
原
小
学
校

川
﨑

正

北
薩
地
区

さ
つ
ま
町
立
柊
野
小
学
校

中
村

勲

各
市
教
頭
会
で
は
小
中
一
貫
教
育
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
、学
力

向
上
、土
曜
授
業
の
在
り
方
等
に

つ
い
て
自
主
研
修
会
を
行
っ
た
。十

一
月
の
県
教
頭
会
研
究
大
会
で
は

南
九
州
市
教
頭
会
よ
り
「
小
小
連
携

で
学
力
向
上
に
む
け
た
取
組
を
推
進

す
る
教
育
課
程
」の
提
言
、指
宿
市

教
頭
会
よ
り「
地
域
の
人
材
活
用
を

学
校
組
織
・
運
営
の
活
性
化
に
生
か

す
手
立
て
」に
関
す
る
提
言
を
行
っ
た
。

会
員
の
取
組
に
つ
い
て
は
、地
区
教

頭
研
修
会
誌
「
教
育
な
ん
さ
つ
」
に

ま
と
め
て
い
る
。

１

研
究
課
題
の
解
決
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
る
。平
成
二
十
六
年
度
県

教
頭
会
研
究
大
会
で
は
、こ
れ
ま
で
の

研
修
の
成
果
を
第
五
Ａ
分
科
会
で

研
究
提
言
と
し
て
発
表
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

年
度
末
に
は
、各
ブ
ロ
ッ
ク
の
研
究

成
果
を
「
研
究
紀
要
」
に
ま
と
め
、各

学
校
で
の
実
践
化
に
つ
な
げ
て
い
る
。

平
成
二
十
八
年
度
に
は
、九
州
大
会

に
お
い
て
第
四
分
科
会
で
の
提
言
が

予
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、本
年
度
か
ら

少
し
ず
つ
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

今
後
も
、お
互
い
の
実
践
を
持
ち

寄
り
研
究
を
深
め
、そ
の
成
果
を
共
有

し
て
い
き
た
い
。

の
充
実
を
図
る
た
め
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
」

二
回
目
は「
地
区
重
点
課
題
心
の
教

育
・
学
力
向
上
・
服
務
の
指
導
に
つ
い

て
」の
内
容
で
協
議
し
情
報
交
換
を

行
っ
た
。

十
一
月
の
県
教
頭
会
研
究
大
会
で

は『
子
ど
も
の
発
達
に
関
す
る
課
題
』

（
特
別
な
支
援
を
要
す
る
児
童
へ
の

組
織
的
・
計
画
的
な
対
応
を
進
め
る

た
め
に
、教
頭
と
し
て
ど
の
よ
う
に
か
か

わ
れ
ば
よ
い
か
）を
テ
ー
マ
に
東
市
来

ブ
ロ
ッ
ク
が
提
言
を
行
っ
た
。

ま
た
、本
地
区
で
は
、旧
市
町
と
村

を
地
域
と
し
た
教
頭
会
が
運
営
さ
れ

て
お
り
、各
地
域
研
修
部
長
を
中
心

に
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に
向
け
た
研
究

等
実
践
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

ま
た
、各
市
町
教
頭
会
で
は
、研
究

グ
ル
ー
プ
毎
に
そ
れ
ぞ
れ
の
現
状
や

課
題
を
踏
ま
え
た
テ
ー
マ
を
設
定
し
、

教
頭
と
し
て
の
関
わ
り
方
を
踏
ま
え

な
が
ら
実
践
的
、主
体
的
な
活
動
を

進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

県
教
頭
研
究
大
会
で
は
、本
地
区
か

ら「
教
育
課
程
」及
び「
教
職
員
の
専

門
性
」に
関
す
る
課
題
と
し
て「
小
中

一
貫
教
育
」「
校
内
研
修
の
充
実
」

に
つ
い
て
三
本
の
提
言
が
さ
れ
た
。

ど
れ
も
継
続
的
に
研
究
・
実
践
を
積
み

重
ね
た
素
晴
ら
し
い
内
容
で
あ
っ
た
。

県
教
頭
研
究
大
会
で
の
発
表
内
容

や
各
研
究
グ
ル
ー
プ
の
具
体
的
な

取
組
等
は
、地
区
教
頭
会
研
究
誌

「
あ
し
た
を
拓
く
」
に
ま
と
め
、相
互

テ
ー
マ
と
し
た
研
究
協
議
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
に
取
り
組
ん
だ
。姶
良
・
伊
佐

教
育
事
務
所
作
成
の「
教
頭
職
ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク
」
を
活
用
し
な
が
ら
、具
体

的
な
場
面
を
想
定
し
た
指
導
プ
ラ
ン

の
作
成
を
行
い
、職
員
指
導
の
ス
キ
ル

向
上
に
努
め
た
。
十
月
の
研
修
会
で

は
、授
業
参
観
の
視
点
や
指
導
助
言

の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
の
事
例
発
表

や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、学
力
向
上
に
つ

い
て
の
講
話
等
を
通
し
て
、「
教
頭
と

し
て
い
か
に
授
業
改
善
に
取
り
組
む

か
」
に
つ
い
て
の
研
修
を
実
施
し
た
。

授
業
力
の
向
上
を
目
指
し
た
具
体
的

な
指
導
内
容
や
改
善
策
に
つ
い
て

研
修
す
る
中
で
、相
互
の
資
質
向
上

が
図
ら
れ
た
。

ま
た
、年
度
末
に
は
各
市
町
や
学
校

の
研
究
状
況
、随
筆
等
を
ま
と
め
た
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随
想

熊
毛
地
区

中
種
子
町
立
野
間
小
学
校

山
﨑

和
正

一

地
区
の
概
要

熊
毛
地
区
教
頭
会
は
、一
市
三
町
か
ら

な
り
、小
学
校
三
十
三
校
、中
学
校
七
校

の
会
員
三
十
九
名
で
組
織
し
て
い
る
。

熊
毛
教
育
事
務
所
を
は
じ
め
、各
市

町
教
育
委
員
会
の
御
指
導
・
サ
ポ
ー
ト

の
も
と
、教
頭
と
し
て
の
資
質
向
上
を

目
指
し
日
々
研
修
に
努
め
て
い
る
。

二

活
動
の
状
況

本
地
区
で
は
、年
二
回(

五
月
・
十
月)

の
地
区
教
頭
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、

事
務
所
長
講
話
を
始
め
、県
・
地
区
の

教
育
行
政
重
点
施
策
に
係
る
指
導
等

が
行
わ
れ
た
。ま
た
研
究
協
議
で
は
、

第
一
回(

五
月)

は「
こ
だ
わ
り
の
視
点

を
徹
底
さ
せ
る
た
め
の
教
頭
と
し
て

の
取
組
・
う
歯
治
療
率
向
上
に
向
け

た
取
組
」、第
二
回
は
「
各
校
で
特
に

力
点
を
置
い
て
い
る
教
育
実
践
」の

テ
ー
マ
を
設
定
し
、教
頭
同
士
の
意
見

を
活
発
に
交
流
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

市
町
ご
と
の
教
頭
会
で
も
、各
学

校
の
実
践
事
例
を
も
と
に
、研
修
を

推
進
す
る
こ
と
が
で
き
た
。さ
ら
に
、

九
州
地
区
公
立
学
校
教
頭
会
研
究

大
会(

福
岡
大
会)

と
県
小
・
中
学
校

教
頭
会
研
究
大
会
の
二
つ
の
研
究

大
会
に
お
い
て
、中
種
子
町
教
頭
会

が
「
教
職
員
の
授
業
力
向
上
を
図
る

た
め
の
教
頭
と
し
て
の
取
組
」
の

提
言
発
表
を
行
う
等
、充
実
し
た

研
修
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

大
島
地
区

奄
美
市
立
奄
美
小
学
校

田
丸

武
彦

一

地
区
の
概
要

本
地
区
教
頭
会
は
、一
市
九
町
二
村

で
小
学
校
八
十
二
校
、中
学
校
四
十

八
校
、会
員
百
十
名
で
組
織
さ
れ
て

い
る
。

大
島
教
育
事
務
所
及
び
各
市
町

村
教
育
委
員
会
の
指
導
を
仰
ぎ
な

が
ら
、教
頭
と
し
て
の
資
質
の
向
上

に
努
め
て
い
る
。

二

活
動
の
状
況

地
区
全
体
で
の
研
修

地
区
教
頭
研
修
会
は
五
・
九
月
の

二
回
開
催
さ
れ
、事
務
所
長
講
話
を

始
め
教
育
事
務
所
の
重
点
事
項
の

説
明
等
が
行
わ
れ
た
。ま
た
、研
究
協

議
で
は
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
ポ
ス
タ
ー

セ
ッ
シ
ョ
ン
が
取
り
入
れ
ら
れ
、活
発

な
情
報
交
換
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

研
究
紀
要
の
発
行

市
町
村
ご
と
に
一
年
間
研
修
し
た

こ
と
を
ま
と
め
、大
島
地
区
小
・
中
学

校
教
頭
会
研
究
紀
要
を
発
行
し
て

い
る
。今
回
は
三
十
三
号
。各
市
町
村

の
活
動
報
告
に
加
え
て
、随
想
等
を

載
せ
る
こ
と
で
親
し
み
や
す
い
紀
要

に
し
た
。

地
区
代
表
者
会
の
開
催

各
市
町
村
代
表
者
が
参
加
し
、年

間
活
動
の
反
省
と
次
年
度
の
計
画
に

つ
い
て
の
協
議
し
た
。ま
た
、組
織
力

を
高
め
る
リ
ー
ダ
ー
の
在
り
方
に

つ
い
て
、講
師
を
招
い
て
講
演
会
・

情
報
交
換
会
を
開
き
、資
質
向
上
と

組
織
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。

２ 実
施
さ
れ
た
。地
区
教
育
行
政
の

重
点
施
策
に
係
る
指
導
等
の
他
、

一
回
目
は「
校
長
の
目
標
の
具
現
化

を
図
る
た
め
の
教
頭
の
取
組
」
に

つ
い
て
、二
回
目
は「
確
か
な
学
力
の

定
着
と
小
中
連
携
の
充
実
」に
つ
い
て

研
究
協
議
・
講
演
会
等
が
行
わ
れ
、

充
実
し
た
研
修
会
と
な
っ
た
。

各
市
町
に
お
け
る
研
修

各
市
町
の
研
究
テ
ー
マ
や
年
間
計
画

に
基
づ
い
て
実
践
を
進
め
、そ
の
一
端
を

県
教
頭
会
研
究
大
会
で
も
発
表
し
た
。

本
年
度
の
発
表
等
を
通
し
て
、ま
た
、

来
年
度
の
発
表
等
に
向
け
て
、「
内
省

的
思
考
に
よ
る
研
究
」
及
び
「
３
Ｃ

（
継
続
性
と
協
働
性
、関
与
性
）」

に
焦
点
を
当
て
た
実
践
的
研
究

を
進
め
て
い
く
。

「
い
も
こ
じ
」と
い
う
言
葉
を
ご
存

じ
だ
ろ
う
か
。こ
れ
は
里
芋
の
泥
を

落
と
す
た
め
に
た
く
さ
ん
の
里
芋
と

適
量
の
水
を
桶
に
入
れ
、長
い
棒
で

か
き
回
す
こ
と
で
あ
る
。こ
の
棒
は

「
芋
こ
じ
棒
」と
呼
ば
れ
る
。

か
の
二
宮
尊
徳
は
、た
く
さ
ん
の

芋
が
触
れ
合
っ
て
き
れ
い
に
な
る

よ
う
に
、多
く
の
若
者
が
交
流
を

持
つ
こ
と
で
、互
い
を
磨
き
合
う
こ

と
を
勧
め
、こ
の
よ
う
な
学
び
方
を

「
芋
こ
じ
」
と
呼
ん
だ
。「
こ
じ
る
」の

意
味
は
「
傷
つ
け
な
い
よ
う
に
力
を

加
減
し
、道
具
を
使
っ
て
動
か
す
」と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

最
近
の
子
ど
も
た
ち
を
見
て
い
る

と
、自
主
自
立
力
が
足
り
な
い
と
思
う
。

教
育
現
場
も
そ
う
だ
が
、あ
ま
り
に
も

大
人
が
手
を
加
え
す
ぎ
て
は
い
な
い
か
。

勇
気
を
持
っ
て
負
荷
を
与
え
、ぶ
つ

か
り
合
わ
せ
、我
慢
さ
せ
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。子
ど
も
は
子
ど
も
同

士
、人
間
と
し
て
美
し
く
厳
し
く
磨

き
合
え
る
と
信
じ
て
い
る
。我
が
薩

摩
に
は
、脈
々
と
流
れ
る
郷
中
教
育

と
い
う
宝
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
こ
に
は
教
師
力
が
不
可
欠
で

あ
る
。教
師
＝
教
え
る
人
と
解
釈
さ
れ

る
こ
と
が
多
い
が
、私
は
、教
師
＝「
芋

鹿
児
島
市
立
武
岡
台
小
学
校
　
山
下
佳
子

い
も
こ
じ

こ
じ
棒
」で
あ
っ
て
欲
し
い
と
思
っ
て

い
る
。教
師
は
、芋
同
士
が
傷
つ
か
な
い

よ
う
見
守
り
な
が
ら
、芋
の
状
況
に

合
わ
せ
、絶
妙
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で「
棒
」

を
か
き
回
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
欲

し
い
。
芋
の
状
況
を
「
見
極
め
る
力
」

は
、長
年
の
経
験
と
教
師
自
身
の

努
力
で
、身
に
付
い
て
い
く
。「
芋
こ

じ
棒
」の
極
意
こ
そ
、子
ど
も
の
自

主
自
立
力
を
高
め
る
と
と
も
に
、

一
流
の
教
師
へ
と
導
く
方
策
で
あ
る
。

我
々
は
今
こ
そ
、覚
悟
を
持
っ
て
、意

図
的
・
計
画
的
に
「
い
も
こ
じ
」の
場

を
作
り
、「
芋
こ
じ
棒
」と
な
っ
て
、子
ど

も
た
ち
を
磨
い
て
い
こ
う
で
は
な
い
か
。
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随
想顧

問
の
Ｈ
教
諭
が
、
あ
る
こ
と
を

機
に
、
部
員
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃

を
提
案
し
た
と
こ
ろ
、
二
つ
返
事
で

Ｏ
Ｋ
の
回
答
。
そ
し
て
軽
い
気
持
ち

で
始
め
た
行
動
が
、
思
い
も
よ
ら
ず

多
く
の
先
生
方
か
ら
の
賞
賛
を
受

け
、
彼
女
ら
の
意
欲
は
最
高
潮
に
。

吹
奏
楽
部
の
こ
の
取
組
は
今
も

な
お
続
き
、
伝
統
的
取
組
と
な
っ
て

い
る
。
そ
の
影
響
は
全
校
生
徒
に

少
し
ず
つ
着
実
に
広
が 

っ
て
い
っ
た
。

マ
ズ
ロ
ー
は
、
人
が
持
つ
重
要
な

欲
求
の
一
つ
に
承
認
の
欲
求
を

挙
げ
て
い
る
。こ
の
欲
求
が
満
た
さ

れ
る
環
境
の
創
造
こ
そ
、
学
校
の

務
め
で
あ
る
こ
と
を
今
一
度
確
認

し
た
い
思
い
で
あ
る
。

著
者
夏
川
草
介

小
学
館
出
版

南
九
州
市
立
清
水
小
学
校

松
久
保

鉄
也

主
人
公
の
栗
原
一
止
は
、自
然
あ
ふ
れ

る
信
州
松
本
の
医
師
不
足
の
問
題
を

抱
え
る
病
院
で
診
療
を
こ
な
し
て
い
る
。

こ
の
本
を
読
む
前
、
私
は
妹
を
病

気
で
失
っ
て
い
た
。
だ
か
ら「
医
者
が

何
の
役
に
立
つ
の
か
。」と
い
う
医
療

へ
の
不
信
感
が
、心
の
中
に
横
た

わ
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
こ
の
物
語
は
そ
の
暗
闇

に
暖
か
な
陽
だ
ま
り
を
つ
く
り
、

さ
ら
に
理
想
の
姿
を
そ
の
陽
だ
ま
り

に
写
し
出
し
て
く
れ
た
。

そ
れ
は
、
ど
の
病
院
か
ら
も
見
放

さ
れ
一
止
を
頼
っ
て
入
院
し
た
患
者

が
亡
く
な
る
時
に
、一
止
か
ら
放
た

れ
た
言
葉
で
あ
る
。「
点
滴
等
を

用
い
て
、
絶
え
る
命
を
引
き
延
ば
し

て
い
る
な
ど
と
考
え
て
は
傲
慢
だ
。

も
と
よ
り
寿
命
な
る
も
の
は
人
知
の

及
ぶ
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
最
初
か
ら

定
め
が
決
ま
っ
て
い
る
。
土
に
埋
も

れ
た
定
め
ら
れ
た
命
を
、
掘
り
起
こ

し
て
光
を
当
て
、
よ
り
よ
い
最
期
の

時
を
作
り
出
し
て
い
く
。
医
師
と
は

そ
う
い
う
存
在
で
は
な
い
か
。」

自
分
の
向
き
合
っ
て
い
る
人
が
人

と
し
て
輝
け
る
よ
う
に
”手
助
け
”

す
る
と
い
う
姿
に
ハ
ッ
と
さ
せ
ら

れ
た
。常
に
相
手
に
寄
り
添
い
、
相
手

の
た
め
に
自
分
の
持
て
る
力
を
最

大
限
に
発
揮
す
る
。
地
位
や
名
誉
で

は
な
く
、
今
い
る
場
所
・
現
場
で
、
悲

し
み
の
湖
に
沈
ん
で
い
る
人
の
力
に

な
り
た
い
と
い
う
想
い
に
心
振
る
わ

せ
る
と
同
時
に
、「
教
頭
」
で
あ
る
自

分
に
必
要
な
姿
だ
と
感
じ
た
の
だ
。

ま
た
、
魅
力
的
な
脇
役
達
に
も

心
躍
ら
さ
れ
た
。同
じ
内
科
で
一
止

を
信
頼
し
て
い
る
上
司
の
大
狸
・

古
狐
先
生
、
大
学
時
代
か
ら
の
腐

れ
縁
の
同
僚
医
師
、
ド
ジ
な 

一
面

の
あ
る
一
止
の
フ
ォ
ロ
ー
を
し
て
く

れ
る
看
護
師
達
。
そ
し
て
、
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
で
一
止
を
支
え
る
妻
。そ
の

全
て
が
「
人
の
た
め
に
精
一
杯
尽

く
す
」
陽
だ
ま
り
の
よ
う
な
姿
を

持
っ
て
い
る
の
だ
。

さ
ら
に
、文
体
も
興
味
を
そ
そ
る
。

一
止
の
愛
読
書
「
草
枕
」の
時
代
を

彷
彿
と
さ
せ
る
言
葉
遣
い
も
、

昭
和
に
生
ま
れ
平
成
を
生
き
る

私
に
新
鮮
な
感
覚
を
吹
き
込
ん

で
く
れ
た
。
加
え
て
、
物
語
の
ク
ラ

イ
マ
ッ
ク
ス
に
出
て
く
る
一
止
の

『
神
様
の
カ
ル
テ
』

現
在
約
六
〇
人
に
参
加
の
輪
が

広
が
っ
た
通
称
朝
ト
レ
。早
い
生
徒

で
六
時
四
〇
分
に
は
校
庭
を
颯
爽

と
走
り
抜
く
。そ
し
て
、七
時
、朝
練

習
を
始
め
た
野
球
部
員
た
ち
が
、

先
生
方
の
姿
を
遠
く
に
見
つ
け
る

や
い
な
や
発
す
る
「
お
は
よ
う
ご
ざ

い
ま
す
」
の
声
が
響
き
わ
た
る
。

七
時
三
〇
分
、生
徒
が
次
々
に
登
校

し
て
き
て
、門
で
迎
え
る
先
生
方
と

の
元
気
い
っ
ぱ
い
の
挨
拶
の
交
換
。

八
時
、静
か
な
中
で
全
校
生
徒
が

一
斉
に
朝
読
書
を
開
始
。･･･

早
朝
の

一
コ
マ
だ
が
、学
校
生
活
全
般
の
落

ち
着
き
と
活
気
を
物
語
っ
て
い
る
。

し
か
し
、こ
の
状
況
が
ず
っ
と
以
前

か
ら
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

つ
い
三
年
前
ま
で
は
、生
徒
指
導

困
難
校
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な

か
っ
た
の
が
偽
ら
ざ
る
事
実
で
あ
る
。

こ
れ
を
一
転
さ
せ
た
の
は
何
だ
っ
た
の

か
。全
職
員
が
本
腰
を
入
れ
一
枚
岩

に
な
っ
て
の
行
動
。生
徒
指
導
の

「
さ
し
す
せ
そ
」
の
徹
底
推
進
。そ
れ

も
大
き
な
要
因
に
違
い
な
い
が
、忘

れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。

そ
れ
は
、
当
時
、
例
に
漏
れ
ず
学
校

の
悪
環
境
に
染
ま
っ
て
い
た
吹
奏

楽
部
。
指
導
に
手
を
焼
い
て
い
た

「
学
校
再
建
の
源
、承
認
の
欲
求
」 

鹿
屋
市
立
鹿
屋
中
学
校

桑
鶴
明
人

名
前
に
組
み
込
ま
れ
た
カ
ラ

ク
リ
に
も
感
嘆
を
覚
え
た
。

最
後
に
、本
物
語
の
続
編
で
あ

る
第
２
部
の
主
題
の
一
つ
は「
仕
事

と
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
葛
藤
」で
、

こ
ち
ら
も
強
力
に
お
勧
め
だ
。

一冊の本
私の勧め

る
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一冊の本
私の勧め

る

著
者
渡
辺
和
子

幻
冬
舎
出
版

中
種
子
町
立
納
官
小
学
校

山
口

耕

新
任
教
頭
と
し
て
本
校
に
赴
任

し
た
。
四
月
初
旬
、
職
務
も
生
活
環

境
も
そ
れ
ま
で
と
大
き
く
変
わ
り
、

新
た
な
体
験
の
連
続
。
目
ま
ぐ
る

し
く
一
日
が
過
ぎ
る
。
家
族
も
新

た
な
環
境
で
戸
惑
う
こ
と
も
多

か
っ
た
よ
う
だ
。「
こ
れ
か
ら
ど
ん

な
教
師
人
生
を
歩
む
の
だ
ろ
う
。

家
族
の
暮
ら
し
は
、
ど
う
な
る
の

だ
ろ
う
。」
夫
婦
で
途
方
に
暮
れ
て

い
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。

そ
れ
か
ら
間
も
な
く
、
こ
の
本

と
出
会
っ
た
。
職
員
会
議
の
締
め

く
く
り
で
校
長
先
生
が
紹
介
さ

れ
た
一
冊
の
本
。
タ
イ
ト
ル
に
ひ

か
れ
手
に
取
っ
た
。

本
書
は
、
大
学
学
長
を
務
め
た

筆
者
自
身
の
多
く
の
人
々
と
の

出
会
い
や
心
に
残
っ
た
言
葉
が
、

小
題
の
つ
い
た
短
い
文
章
で

ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

表
題
の
「
置
か
れ
た
場
所
で
咲

き
な
さ
い
」
と
い
う
言
葉
は
、
筆

者
が
自
身
の
置
か
れ
た
境
遇
に

嘆
い
て
い
る
時
、
知
人
か
ら
贈
ら

れ
た
詩
の
一
節
で
あ
る
。「
咲
く
と

い
う
の
は
、
仕
方
が
な
い
と
諦
め

る
こ
と
で
は
な
い
。
笑
顔
で
生
き
、

周
囲
の
人
も
幸
せ
に
す
る
こ
と
」

で
、「
置
か
れ
た
場
所
こ
そ
が

あ
な
た
の
居
場
所
」
で
あ
る
と

い
う
。
ま
た
、「
他
人
任
せ
に
し
て

は
い
け
な
い
。
自
ら
が
積
極
的
に

動
い
て
初
め
て
幸
せ
を
手
に
入

れ
る
こ
と
が
で
き
る
」「
ど
う
し

て
も
咲
け
な
い
時
は
、
無
理
し
て

咲
か
な
く
て
も
い
い
。
そ
の
代
わ

り
に
、
根
を
下
へ
下
へ
と
降
ろ
し

て
根
を
張
る
の
で
す
。
次
に
咲
く

花
が
よ
り
大
き
く
、
美
し
く
な
る

た
め
に
。」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
、

私
の
心
に
沁
み
た
。

私
は
、無
意
識
の
う
ち
に
環
境
の

変
化
に
ば
か
り
目
を
向
け
て
い

る
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
た
。「
学
校

や
地
域
に
対
し
て
ど
れ
だ
け
は
ま

る
か
だ
。」
そ
う
い
う
思
い
で
日
々

を
過
ご
す
と
、
心
が
軽
く
な
り
前

向
き
に
物
事
を
考
え
ら
れ
た
。
家

族
も
多
く
の
友
が
で
き
、
少
し
ず

つ
居
場
所
が
広
が
っ
て
き
た
よ

う
だ
。
ま
だ
ま
だ
職
務
を
十
分
に

こ
な
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
が
、

今
の
学
校
で
、
日
々
花
を
咲
か
せ

『
置
か
れ
た
場
所
で
咲
き
な
さ
い
』根

を
深
く
下
ろ
し
続
け
ら
れ
る

よ
う
過
ご
し
て
い
き
た
い
。

　

平
成
二
十
六
年
四
月
三
日
、
私
は

県
立
鴨
池
野
球
場
に
い
た
。
目
の
前

で
は
鹿
児
島
玉
龍
高
校
野
球
部
の

準
決
勝
が
行
わ
れ
て
お
り
全
校
生

徒
が
応
援
に
来
て
い
た
。「
三
日
前

は
指
宿
市
に
い
た
は
ず
な
の
に

な
ぜ
私
は
学
校
で
は
な
く
こ
こ
に

い
る
ん
だ
？｣ 

生
徒
た
ち
は
一
生

懸
命
応
援
し
て
い
る
が
私
の
気
持

ち
は
至
っ
て
冷
静
で
あ
る
。「
こ
の

温
度
差
は
何
だ
？
」
私
に
は
実
に

不
思
議
な
光
景
に
見
え
た
。
本
校

は
中
高
一
貫
教
育
校
で
、
高
校
と

同
じ
よ
う
に
中
学
生
も
参
加
す
る

全
校
応
援
が
普
通
に
あ
る
。
中
高

合
同
で
行
う
活
動
は
他
に
も
た
く

さ
ん
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
学
校
と
の

違
い
に
戸
惑
う
こ
と
ば
か
り
で

あ
る
。
本
原
稿
は
新
任
教
頭
雑
感

と
い
う
タ
イ
ト
ル
だ
が
、
実
は
私
は

以
前
も
教
頭
経
験
が
あ
り
、
九
年

の
ブ
ラ
ン
ク
を
経
た
上
で
の
い
わ

ば
再
任
用
で
あ
る
。
小
学
生
の
頃
、

太
陽
の
向
こ
う
側
に
は
地
球
と

ま
っ
た
く
同
じ
惑
星
が
あ
り
、
そ
こ

に
は
自
分
が
も
う
一
人
い
て
同
じ

生
活
を
営
ん
で
い
る
と
い
う
Ｓ
Ｆ

を
見
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
九
年
の

ブ
ラ
ン
ク
は
タ
イ
ム
マ
シ
ン
に
乗
り
、

上
久
保

大
介

鹿
児
島
市
立
鹿
児
島
玉
龍
中
学
校

も
う
一
つ
の
地
球
に
た
ど
り
着
い

た
よ
う
な
感
覚
で
あ
る
。
知
っ
て
い

る
は
ず
な
の
に
知
ら
な
い
こ
と
が

あ
る
。
特
に
本
校
に
は
そ
う
い
う
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
中
高
一
貫
教

育
校
の
特
徴
を
生
か
し
た
教
育

課
程
、
徹
底
し
た
学
習
指
導
に
多

彩
な
活
動
等
、
初
め
て
の
こ
と
が

多
く
若
い
と
き
と
違
い
、
理
解
に

時
間
が
か
か
る
。
特
に
中
高
合
同
の

学
校
行
事
は
終
わ
っ
て
初
め
て

イ
メ
ー
ジ
が
完
成
す
る
。
そ
れ
で

も
生
徒
が
い
る
こ
と
は
楽
し
い
し
、

日
替
わ
り
ラ
ン
チ
の
よ
う
に
毎
日

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
起
こ
り
、お
も

し
ろ
い
。
四
月
四
日
、
決
勝
戦
の
応

援
で
は
す
で
に
私
も
玉
龍
の
一
員

に
な
っ
て
い
た
。四
月
五
日
、応
援
の

疲
れ
と
緊
張
で
腰
痛
を
発
症
し
、私

の
新
し
い
学
校
生
活
が
始
ま
っ
た
。
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本
物

た
と
え
ば
”窒
素
”の
よ
う
に

い
ち
き
串
木
野
市
立
羽
島
小
学
校

栗
山

稔
久

奄
美
市
立
知
根
小
学
校

永
野

裕
美

こ
れ
ま
で
多
く
の
先
輩
教
師
に

影
響
を
受
け
て
き
た
。特
に
、三
人
の

先
輩
の
姿
は
い
つ
も
頭
に
浮
か
ぶ
。

一
人
は
、
三
校
目
一
年
目
に
出

会
っ
た
学
年
主
任
。
い
つ
も
子
ど
も

の
こ
と
を
考
え
、い
つ
も
子
ど
も
に

寄
り
添
う
心
温
か
い
先
生
で
あ
っ
た
。

担
任
教
師
と
し
て
の
心
構
え
を
全

て
教
え
て
も
ら
っ
た
と
思
っ
て

い
る
。
二
人
目
は
市
教
委
に
勤
務

し
た
時
の
上
司
。
今
時
珍
し
い
ぐ
ら

い
部
下
を
よ
く
叱
る
厳
し
い
上
司

だ
っ
た
。
で
も
何
よ
り
も
自
分
に
厳

し
い
方
で
、
そ
の
言
動
全
て
が
い

つ
も
理
に
適
っ
て
い
た
。
三
人
目
は

現
任
校
の
校
長
。
決
し
て
多
く
は

語
ら
ず
と
も
、
そ
の
行
動
（
背
中
）

だ
け
で
職
員
に
範
を
示
す
。
そ
の

背
中
は
と
て
つ
も
な
く
大
き
い
。

な
ぜ
、
こ
の
先
輩
方
に
影
響
を
受

け
た
の
か
？
先
輩
方
は
全
く
タ

イ
プ
や
立
場
は
違
え
ど
、あ
る
共

通
項
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
。
そ

れ
は
「
強
い
職
責
感
」。
自
分
の
仕

事
に
強
い
決
意
で
臨
み
、
準
備
を

整
え
、
ぶ
れ
ず
、
こ
だ
わ
り
抜
く
。

結
果
、い
い
仕
事
に
繋
げ
る
。
い
つ

も
カ
ッ
コ
い
い
。
こ
れ
ぞ
「
本
物
」
と

言
え
る
。

四
月
、
は
じ
め
て
教
頭
職
に
就

い
た
。
勿
論
そ
の
仕
事
は
甘
く
は

な
い
。
弱
い
自
分
が
い
て
時
に
心
が

折
れ
そ
う
に
な
る
。
逃
げ
出
し
た

く
な
る
。
そ
ん
な
時
、
校
長
の
背
中

が
言
う
。「
甘
え
る
な
。」
と
。

若
く
優
秀
な
教
員
が
育
っ
て
き

て
い
る
。
そ
ん
な
後
輩
た
ち
に
果
た

し
て
私
た
ち
中
堅
は
ど
の
よ
う
に

映
っ
て
い
る
の
か
。
三
人
の
先
輩
の

よ
う
に
、
強
い
職
責
感
を
も
っ
て

仕
事
に
取
り
組
み
た
い
。
い
つ
の

日
か
多
く
の
後
輩
か
ら
信
頼
さ
れ

る
「
本
物
」
に
な
り
た
い
。

六
年
生
の
理
科
で
、
空
気
の
組

成
と
そ
の
性
質
に
つ
い
て
学
習

す
る
。
酸
素
だ
け
が
入
っ
た
瓶
の

中
で
明
る
く
激
し
く
燃
え
る
線

香
の
炎
を
見
て
、
子
ど
も
は
そ
の

働
き
に
魅
了
さ
れ
る
。
次
に
、
窒

素
だ
け
の
中
で
同
様
の
実
験
を

す
る
と
、
線
香
の
炎
が
消
え
る

様
子
に
子
ど
も
た
ち
も
少
々
が
っ

か
り
。　そ
こ
で
子
ど
も
た
ち
に
、

「
物
を
燃
や
す
働
き
の
な
い
窒
素

は
必
要
か
。」
と
問
う
。す
る
と
子
ど

も
た
ち
は
し
ば
ら
く
考
え
た
後
、

「
酸
素
だ
け
で
は
、
地
球
上
は
火

事
だ
ら
け
。
窒
素
の
お
か
げ
で
バ

ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い
る
ん
だ
よ
。」

と
答
え
る
。
そ
こ
で
窒
素
の
存
在

の
価
値
や
空
気
の
組
成
の
素
晴

ら
し
さ
、
そ
し
て
、
無
駄
な
こ
と
な

ん
て
な
い
、
全
て
の
存
在
に
意
味

が
あ
る…

そ
ん
な
こ
と
を
感
じ

取
っ
て
い
く
。

こ
の
職
に
就
き
た
て
の
私
は
、今

ま
で
と
違
う
仕
事
内
容
に
悩
む
こ

と
も
多
い
。
そ
ん
な
中
、
子
ど
も
た

ち
と
語
り
合
っ
た
こ
と
を
思
い
出

し
た
。
そ
し
て
、
担
任
の
先
生
方
が

子
ど
も
一
人
一
人
の
可
能
性
を
輝

か
せ
よ
う
と
す
る
酸
素
で
あ
る
な

ら
ば
、
私
は
そ
れ
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く

支
え
る
窒
素
で
あ
り
た
い
。
無
駄
に

思
え
る
よ
う
な
こ
と
も
、
全
て
子
ど

も
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
信
じ
て
、

目
の
前
の
一
つ
一
つ
を
大
切
に
し
よ

う―

そ
う
思
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

自
然
の
中
の
き
ま
り
は
、
時
に
さ

ま
ざ
ま
な
物
の
見
方
を
与
え
て

く
れ
る
。
自
然
豊
か
な
奄
美
の
地

に
身
を
置
き
、
そ
の
素
晴
ら
し
さ

を
感
じ
な
が
ら
、
子
ど
も
や
保
護

者
、
地
域
、
そ
し
て
学
校
の
姿
を

見
つ
め
、
少
し
で
も
役
立
つ
仕
事

を
し
て
い
き
た
い
。

自 由 題

本
校
は
、
霧
島
市
国
分
の
市
街
地

に
隣
接
し
た
場
所
に
位
置
し
、
交

通
の
便
に
も
恵
ま
れ
、
比
較
的

便
利
な
場
所
に
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
場
所
に
あ
り
な
が
ら
今
な
お
、

地
域
行
事
や
子
ど
も
会
活
動
な
ど

が
し
っ
か
り
と
受
け
継
が
れ
行
わ

れ
て
い
る
創
立
百
三
十
六
年
目

を
迎
え
た
伝
統
校
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
伝
統

校
へ
四
月
に
赴
任
し
て
き
た
。
最

初
に
目
に
飛
び
込
ん
で
き
た
色
と

り
ど
り
に
咲
き
誇
る
花
壇
の
花
々
。

そ
し
て
、
校
庭
で
遊
ん
で
い
る
子
ど

も
た
ち
が
か
け
て
く
れ
た
元
気
の

よ
い
あ
い
さ
つ
。
し
ば
ら
く
行
政
に

身
を
置
き
、
学
校
現
場
か
ら
遠
ざ

か
っ
て
い
た
私
に
と
っ
て
は
、と
て

も
新
鮮
な
気
持
ち
と
同
時
に
、
初

め
て
の
教
頭
職
に
対
す
る
不
安
な

気
持
ち
で
一
杯
で
あ
っ
た
。                

い
ざ
実
務
が
始
ま
る
と
、
次
か
ら

次
に
や
っ
て
く
る
公
文
の
処
理
。

そ
し
て
、
同
時
進
行
で
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
様
々
な
報
告
物

の
作
成
。
し
ば
ら
く
は
、
目
の
前
の

掲
示
物
さ
え
気
づ
い
て
い
な
い

状
況
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
さ
ま

ざ
ま
な
業
務
を
行
う
中
で
、
学
級

南

健

霧
島
市
立
向
花
小
学
校

担
任
を
し
て
い
た
頃
は
全
く
知
ら

な
か
っ
た
業
務
の
多
さ
に
驚
く
。

こ
れ
ま
で
幾
人
か
の
教
頭
先
生
の

も
と
、
学
級
担
任
と
し
て
一
緒
に

仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
思
い

返
す
と
、い
ず
れ
も
が
そ
の
大
変
さ

を
感
じ
さ
せ
る
こ
と
な
く
、ス
マ
ー

ト
に
業
務
を
進
め
て
お
ら
れ
た
。

職
員
の
相
談
に
は
親
身
に
な
っ
て

応
じ
、
冗
談
を
言
っ
て
は
場
の
雰

囲
気
を
和
ま
せ
、
時
に
は
厳
し
く

指
導
を
し
て
い
た
だ
い
た
。
教
頭

職
に
迷
う
時
、か
つ
て
職
場
を
共

に
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
の
よ
う
な

先
輩
方
の
姿
が
、
今
の
私
の
モ
デ
ル

と
な
っ
て
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
。
未
熟
な
教
頭
で
あ

る
が
、
熱
意
と
愛
情
を
持
っ
て
学
校

や
地
域
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
。
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